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防府市の現状と今後の推移

2025年（第9期計画値）

人口 112,823人

40歳~64歳 35,454人

65歳以上 35,156人

75歳以上 20,800人

85歳以上 7,041人

高齢化率 31.2%

認定率 18.2%

人口 104,465

40歳~64歳 31,538人

65歳以上 34,717人

75歳以上 19,930人

85歳以上 9,828人

高齢化率 33.2%

認定率 22.0%

2040年（第9期計画値）





防府市の高齢独居世帯数の推移 2000年～2020年



◎一人暮らし、認知症高齢者は増加の見込み

◎認定が必要な人 6,250人→7,517人 約1.2倍

「家族以外の助けが必要な人」は増加

◎本市の介護人材不足数（推計）2025年 175人➩ 2040年 230人
※第8次やまぐち高齢者プラン 介護職員の需要・供給の推計から算出

R4年調査：50代以上が約46％➡想定より人材不足が加速する可能性大

認定率のピーク（2040年）以前に現在と同水準のサービスが
受けられなくなるため対策が必要。







次期計画策定の柱（案）

１ 介護予防、重度化防止施策の継続実施

２ 生活支援サービスの充実

３ 認知症施策の推進




